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主量子数 n  = １，２，３,・・・ 
方位量子数 ｌ = ０，１，２，３,・・・ 
磁気量子数 ｍ = －ｌ, －l ＋１, ・・・, l －１, ｌ, 
 スピン量子数 s = －１/２, １/２ 
n、ｌ、ｍ は波動関数の空間変化に関連した指数で、特



























ｌ の値には、伝統的にｓ殻（l = 0）、ｐ殻（l = 1）、








   
 
図２．鉄原子の電子配置： 矢印は、状態を占有した電






























































































































これに定数をかけたＭ = α*Ｊ（αはボーア磁子μB と
ｇ因子の積）と与えられます。これは Jzの符号±（２つ
の極）に合わせて双極子と呼ばれています。 















         
 




































































































































(4) 軌道角運動量 l = 3、スピン s = 1/2 であるため、ｆ電
子一個が局在するCe イオンでは、全角運動量は J = 5/2
となる。 
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